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はじめに

昨年４月から実施された診療報酬の引き下げの
影響を把握するため、日本医師会では会員各位の
協力を得て、第一次緊急レセプト調査（４月～６
月診療月の３カ月間）を実施し、その集計結果を
平成１４年９月１６日の本医報（第１００３号）にてお知
らせしたところである。
その後１０月から高齢者医療で定率負担制導入、

さらに外総診（老人慢性疾患外来総合診療料）の
廃止が実施されたことから、日本医師会において
各医療機関の医療費減少の影響を検証するため再
度同月より１２月診療月分までの３カ月間の第二次
レセプト調査を実施した。
今回その１０月、１１月診療月の２カ月分の集計結

果が公表されたので、その概要を報告する。
今回の集計は各医療機関から提出のあった平成

１３年、１４年の１０月診療分、１１月診療分の両方のデ
ータが揃っており、かつ社保、国保の一般・老人
別に入院・入院外の件数・日数・点数のデータが
揃っている１０，３９２医療機関（診療所：８，７６２、病
院：１，６３０）、レセプト件数２２，９０６，２７２件（診療
所：１２，４３５，７６４件、病院：１０，４７０，５０８件）に基づ
く累計速報値である。

―病 院―

�入 院

＜老人・一般（含退職）＞の一般病院で
は、１件当り点数で▲１．３０％、１件当り日数
▲０．４７％、および１日当り点数でも▲０．４６％
の減少である。
療養型では１件当り点数および１日当り点

数においては０．１１％、０．１３％とそれぞれ微増
であるが、１件当り日数では▲０．２５％であった。
�入院外

＜老人・一般（含退職）＞では一般病院お
よび療養型、精神病院はほぼ軒並マイナスで
ある。
一般病院においては、１件当り点数で▲

５．３８％、１件当り日数でも▲４．５５％の減少で
あった。
また、療養型では一般病院よりもさらに落

ち込みが激しく、１件当り点数では▲１０．２３％
と二ケタ台の厳しいダウンで、また、１件当り
日数▲７．０５％、１日当り点数が▲４．７８％と大
幅なトリプルダウンとなっている。
中でも老人医療の落ち込みが際立って目立

っており、第一次調査（４～６月）のときと
比べると、ほとんど倍を上回るマイナスでそ
の影響が大きい。

区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減

一 般 ３７，０４９．７３６，５６９．６ －１．３０％ １５．８ １５．７ －０．４７％ ２，４８５．０ ２，４７３．５ －０．４６％

療 養 ３５，６５６．６３５，６９７．４ ０．１１％ ２３．９ ２３．８ －０．２５％ １，５２０．４ １，５２２．３ ０．１３％

精 神 ２９，２８８．１２９，６２８．８ １．１６％ ２８．４ ２８．４ ０．０３％ １，０３９．９ １，０４９．４ ０．９１％

病院カテゴリー別
※医療機関毎の１件当たり点数、１件当たり日数などを求め、カテゴリー別に平均した。

入院〈老人・一般（含退職）〉
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区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０．１１ ２００２．１０―１１ 増減

一 般 ４０，６４７．４３９，８３３．１ －２．００％ １７．７ １７．５ －１．２３％ ２，４１８．２ ２，４０３．３ －０．６１％

療 養 ３６，１５２．０３６，３１９．１ ０．４６％ ２４．４ ２４．４ －０．０１％ １，５０３．４ １，５０８．１ ０．３１％

精 神 ２９，１０５．８２９，２７３．４ ０．５８％ ２８．６ ２８．５ －０．１８％ １，０２５．２ １，０３２．４ ０．７０％

区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０．１１ ２００２．１０―１１ 増減

一 般 １，７３０．１ １，６３７．１ －５．３８％ ２．３ ２．２ －４．５５％ ７８０．８ ７７９．０ －０．２４％

療 養 １，６６９．２ １，４９８．４ －１０．２３％ ３．０ ２．７ －７．０５％ ５８１．９ ５５４．１ －４．７８％

精 神 １，８４５．３ １，８２２．６ －１．２３％ ２．４ ２．３ －２．２５％ ７５０．３ ７５８．２ １．０６％

区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０．１１ ２００２．１０―１１ 増減

一 般 ２，０５９．０ １，８４７．５ －１０．２７％ ２．６ ２．５ －６．７７％ ８２３．５ ７９６．９ －３．２３％

療 養 ２，０９１．９ １，７８９．４ －１４．４６％ ３．６ ３．３ －８．３２％ ６１２．０ ５６７．８ －７．２３％

精 神 １，７３６．７ １，６１６．４ －６．９３％ ２．３ ２．１ －６．５２％ ７２３．２ ７２１．３ －０．２７％

区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０．１１ ２００２．１０―１１ 増減

一 般 ３３，７７０．１３３，２２１．０ －１．６３％ １３．６ １３．５ －０．７３％ ２，６６３．７ ２，６３１．３ －１．２２％

療 養 ３４，１３４．７３４，１５６．４ ０．０６％ ２１．８ ２２．０ ０．９４％ １，６１７．３ １，５９２．７ －１．５２％

精 神 ２９，１７９．９２９，５１２．１ １．１４％ ２８．４ ２８．４ －０．１４％ １，０３８．９ １，０４９．９ １．０６％

区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０．１１ ２００２．１０―１１ 増減

一 般 １，５５５．１ １，５１１．１ －２．８３％ ２．１ ２．０ －３．８８％ ７５５．４ ７６５．９ １．３９％

療 養 １，３６８．６ １，２９０．８ －５．６８％ ２．４ ２．３ －４．５３％ ５６１．３ ５５１．２ －１．８０％

精 神 １．７７８．２ １，７８７．４ ０．５２％ ２．３ ２．３ －０．５６％ ７４５．３ ７５３．０ １．０３％

入院〈老人〉

※前年もしくは本年の当該月に老人の入院がない場合は除外している。

入院〈一般（含退職）〉

※前年もしくは本年の当該月に一般（含退職）の入院がない場合は除外している。

入院外〈老人・一般（含退職）〉

入院外〈老人〉

※前年もしくは本年の当該月に老人の入院外がない場合は除外している。

入院外〈一般（含退職）〉

※前年もしくは本年の当該月に一般（含退職）の入院外がない場合は除外している。
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―診療所―

�入 院

＜老人・一般（含退職）＞の老人医療で
は、１件当り点数で、▲８．０２％で、１日当り
点数でも▲９．１７％といずれも減少率が高い数
値となっている。
また、一般の１件当り点数では、▲

５．０３％、１日当り点数でも▲５．９８％である。
�入院外

＜老人・一般（含退職）＞の老人医療にお
いては、１件当り点数で▲１５．３３％と著しく
ダウンしているのが目立つ。
さらに、１件当り日数、および点数におい

てもそれぞれ▲６．４９％、▲１０．１６％で、その
影響が大きい。
一般の１件当り点数は▲４．４７％で、１日当

り点数も▲１．２９％であった。
また、今回の調査目的の一つである１０月か

らの「外総診」の廃止による影響は、「外総
診」を選択していた医療機関において、１件
当り点数で▲２３．３９％、１件当り日数▲
６．１５％、１日当り点数▲１９．４９％と突出して
おり、１０月からの制度改正が大きく影響して
いる実態となっている。
また、診療科別では４月の引き下げで最も

影響を受けた整形外科、外科、が第一次調査
よりもさらに減少幅がアップし、１件当り点
数では外科が▲１０．４２％、整形外科▲１０．１２％
で、ともに１０％台のダウンである。

また、内科も▲９．７５％で第一次調査のとき
の３倍のマイナス数値で、いずれも厳しい医
業経営に直面しているものと推測される。

―まとめ―

第一次調査では病院・診療所の総点数は、
平均の現実値で▲３．８６％（広義の１％を加え
ると▲４．８６％）であったが、今回の第二次調
査においては▲５．６９％で、第一次調査よりさ
らに悪化していることが確認された。
病院の入院外においては、その減少率が高

く、入院外のウエートが高い医療機関ほど厳
しい医業経営を余儀なくされている。
また、診療所においては入院、入院外とも

前回の第一次調査よりも総じて悪化した数値
となっており、このことは病院同様１０月から
の老人保健負担金の引き上げ、外総診の廃止
などによりある程度予測されていたとはい
え、大幅な減少率で極めて深刻な医業経営を
強いられていることが裏付けられた。
２月１９日には中医協総会が開かれることに

なっており、同総会で今回の第二次レセプト
調査（１０月から１２月分）結果を強く訴えてい
ただき、診療報酬の再改定の実現を期待した
い。
また、４月には健保本人の３割負担の導入

が目前に迫っており、会員一人ひとりが一丸
となって導入を阻止することが最重要課題で
ある。

区 分
一件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減

老 人 １９，９１２．７１８，３１６．４ －８．０２％ １７．１ １６．６ －３．０６％ ２，００３．３ １，８１９．６ －９．１７％

一般（含退職） １５，６８６．４１４，８９７．１ －５．０３％ １１．８ １１．６ －１．８２％ ２，１２７．１ １，９９９．９ －５．９８％

診療所カテゴリー別
＊医療機関毎に、１件あたり点数、１件当たり日数などを求め、カテゴリー別に平均した。

入院＜老人・一般（含退職）別＞
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区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減

老 人 ２，０２５．５ １，７１４．９ －１５．３３％ ３．１ ２．９ －６．４９％ ６６１．９ ５９４．６ －１０．１６％

一般（含退職） １，２９０．８ １，２３３．１ －４．４７％ ２．２ ２．２ －１．７１％ ５４５．６ ５３８．６ －１．２９％

区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減

内 科 １，６５２．９ １，４９１．８ －９．７５％ ２．３ ２．２ －４．２８％ ６５６．３ ６１８．６ －５．７４％

小 児 科 ９１８．２ ８８４．１ －３．７１％ ２．０ １．９ －２．５３％ ４７６．０ ４６８．７ －１．５４％

精 神 科 １，５０７．５ １，４１４．４ －６．１８％ ２．３ ２．２ －３．３５％ ６２９．９ ６１２．４ －２．７８％

外 科 １，６７２．５ １，４９８．２ －１０．４２％ ３．４ ３．３ －３．４９％ ５０１．５ ４６９．２ －６．４４％

整形外科 １，４２１．８ １，２７７．９ －１０．１２％ ４．３ ４．２ －１．６８％ ３５３．２ ３２６．３ －７．６０％

産婦人科 １，０２１．６ ９６６．７ －５．３７％ ２．０ ２．０ －２．２２％ ５２１．２ ５１４．３ －１．３２％

眼 科 ７７６．２ ７２０．４ －７．１９％ １．４ １．６ １０．８３％ ５６５．７ ５３８．５ －４．８１％

耳鼻咽喉科 ８５９．３ ８２０．６ －４．５０％ ２．７ ２．６ －２．３１％ ３４０．７ ３３３．７ －２．０６％

皮 膚 科 ６４７．７ ６０１．１ －７．２０％ １．６ １．６ －３．２５％ ３９７．４ ３８４．３ －３．３２％

泌尿器科＊ ６，６３４．１ ６，２６６．１ －５．５５％ ３．２ ３．１ －１．７１％ １，５０７．４ １，４２７．６ －５．３０％

そ の 他 ２，１１６．０ １，９０６．１ －９．９２％ ２．５ ２．３ －５．５８％ ７７４．５ ７３４．１ －５．２１％

区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減

外総診あり １，８８６．９ １，４４５．６ －２３．３９％ ２．９ ２．７ －６．１５％ ７００．２ ５６３．７ －１９．４９％

外総診なし ２，０８６．９ １，８３４．３ －１２．１１％ ３．２ ３．０ －６．６２％ ６４４．９ ６０８．３ －５．６８％

区 分
１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減 ２００１．１０―１１ ２００２．１０―１１ 増減

院外処方 １，４４７．２ １，２９０．７ －１０．８１％ ２．５ ２．４ －２．５９％ ５３７．８ ４９７．７ －７．４６％

院内処方 １，５８９．９ １，４７２．８ －７．３６％ ２．５ ２．４ －３．２０％ ６２７．９ ６０４．９ －３．６６％

入院外＜老人・一般（含退職）別＞

※老人、一般（含退職）とも前年もしくは本年の当該月に入院外がない場合は各々除外している。

入院外＜老人、外総診の有無＞

※前年もしくは本年の当該月に老人の入院外がない場合は各々除外している。

入院外＜院内／院外処方別＞

※前年もしくは本年の当該月に入院外がない場合は各々除外している。

入院外＜主たる診療科別＞

＊は人工透析を含む。
※前年もしくは本年の当該月に入院外がない場合は各々除外している。
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